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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

　・　日誌の「2006（2）」は消さないで下さい。北病棟でメモリー不足になるとの事です。日誌の打ち込みは「2006」で行って下さい。

· 隔絶対応解除となった患者様でも、感染後最長1ヶ月位は便にウイルスが排泄されていることがある為、吐物・便等の取り扱いには注意しましょう。トイレにも定期的にトイレハイターを撒くようにしてください。患者様が触るような所もハイターで拭くようにしていきましょう。隔絶中の患者様の保清をきちんと行うようにしてください。

　・　三浦　トシ様・北山　和子様・塚田　昌様、ノロウイルス陽性できています。隔絶対応となっていますが、感染の拡大しないように努めましょう。

　・　櫛桁　武男様～　嘔気・嘔吐・下痢なく症状の改善みられたため、昼より全粥・常菜に変更となります。2、3日してから常食に戻してください。

　・　古川　徳一様～　肺炎の疑いあり24時間点滴キープ。主治医診察後2/4日までの点滴処方指示あり。一般状態・バイタル・留置部位観察・Ｉｎ　ＯＵＴチェック他、療養環境の整備をして行きましょう。

　　　　　　　　　点滴内容

1） 電解質補液＋混合ビタミン剤＋ビタミンＣ剤　　70～80滴/ｈ

2） 　　　　　　　同

3） 　　　　　　　同

4） 生食100ｍｌ＋抗生剤　　12時間隔

5） 生食100ｍｌ＋抗生剤

　　・　北山　和子様～　下痢がある為、定期処方の下剤が止めとなり以後、定期処方となります。排便状況を確認して行きましょう。下痢症状が無くなったら処方を再開するとのことです。

　　・　村井　八郎様～　下痢症状あり、整腸剤　3×1/　5日分処方　夕より開始。

　　　　　　　　　　　　排便状況・便の性状観察して行きましょう。

　＜ケア検討･･･入浴＞

　　　隔絶対応の患者様の入浴について

　　　　　　一般の患者様が入浴した後に、下痢・嘔吐・発熱のない患者様の入浴をしましょう。（下痢や嘔気などの症状がある患者様は入浴禁）機械浴かシャワー浴を行うようにし、浴槽に入るのは控えて頂く。

　　　　　　

入浴後の浴室の処理　　①　熱いお湯で全体を流す。　

2 ハイター消毒する。

3 洗剤で擦る。

4 洗い流す。

5 蛇口・備品はハイターで拭く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　

　　　　　　　　　　　

　　

